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第 2 章では、所得税が存在する場合の最適物品税構造を求めた。想定する経済は 2 財-2 要素であり、消費者は 2
つの財とともに 2 つの要素(たとえば、労働と土地)も消費している o 各要素が生み出す所得には所得税、財の消費
には物品税が課されている。このような経済において、所得税率を初期に与えられた値で固定したまま、物品税率だ










ている o すなわち、本論文で提示したルールでは、財相互の代替性が重要な役割を果たすのである o
さらに、第 3 章と第 4 章では、収入制約下における最適関税問題を分析している o すなわち、この問題は、一定の
税収を関税から徴収するという制約の下で、資源配分上の歪みを最小にする関税の組み合わせを見つける、というも
のである o 一定の税収を上げる関税構造と、歪みを与えない関税構造とは両立しない。ここに最適関税問題が発生す
る o この厳密な証明は第 3 章の付論で示されているo






































まだ距離があるo しかし、本論文はそこへの展望を開くものであり、そこで得られた知見を、たとえば CGE モデル
に応用することによって、世界銀行のような機関が、発展途上国に対して税制上の提言を行うさいの、基礎的な分析
の枠組みへと発展する可能性を秘めているo このような意味で、本論文は、博士(経済学)の学位を授与するのに十
分な価値を有するものと判断する o
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